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一NeedlesofFireandtheGreatlllusion一マ ー ガ レ ッ ト ・H・ 山 口
日本 の 児 童演 劇 劇 団 の構 造 一 経 済 と創造 の は ざ まで … 四 方 農126
第102輯1993.3
方法 と して の始 ま り(上)へ 一 ゲ ル論 理 学再 考 … … 海 老 澤 善 一1
『明暗 』 一 構 想 とモチ ー フe秋 山 公 男19
助動 詞 「む 」 の意 味F-一)和 田 明 美41
上 接 語 ・文 脈 に基 づ く多義 性 と 「む」 の意 味 との 関 係
パ トロ ンの 時 代(覚 書 三)イ ギ リス文 化 史 の一 面 ・… ・清 水 一 嘉63
フ ォー ク ナー 論 『響 き と怒 り』 一 宗 教性 を中 心 に ・… … 山 口 隆 一83
西 ヨー ロ ッパ の 巡 礼慣 習 にた い す る基 本 的視 点 に つ いて … … ・河 野 眞128
-一 特 に 日本 で お こ なわ れ て い る通念 の修 正 の た め に(1)一
L'EUROPE93(2emepartie)セ ル ジ ュ ・ジ ュ ンタ144
‐Fonctionnement,Rayonnement,Perspectives‐
ポ リス ・ヴ ィ ア ン著 『日 々の 泡 』 ノー ト(1)浜 本 正 文164
FlagsintheDust山 口 隆182
‐AllThoseFoolPompousMen一 マ ー ガ レ ッ ト ・H・ 山 口
Kangaroo論"thedarkGod"にっ いて 山 田 晶 子200
母 音 機械 的認 識 の方 法(言 語 音 の行 動 にっ いて 一m)高 安 芳 雄228
高 齢 化社 会 に お け る 「社会 福 祉 」 の教 育 内容 の 考 察(そ の1)・ ・森 川 博250圏
生 徒 の意 識 と沢 内村 の 調 査 か ら
第103輯1993.7
鏡像は虚像か 現われと実在の問題一 戸 塚 七 郎1
方法としての始まり(下)一 へ一ゲル論理学再考 … … 海老澤 善17
1
〈問 い〉 と授 業 コ ミ ュ ニ ケー シ ョン 長 田 勇33
宇佐 美寛 「教 授 ・学 習記 号 四段 階 論 」批 判(上)
パ トロ ンの時 代(覚 書 四)イ ギ リス文化 史 の 一 面 … ・清 水 一 嘉55
WieweftandwietiefistFremdewahrnehmbar?・… スザ ンネ ・シュニ ッツェンベルガー124
ドイ ツ とい う問 題H.プ レスナ ー の視 点 か ら 土 屋 洋 二144
胡椒 商 人 に感 謝 され る作 家 田 川 光 照156
サ ドの 「小 説 論 」 に お け る レチ フ攻 撃 の一 節 を め ぐっ て
ラテ ン語 第3変 化 名 詞 の 分 類 緒 方 登 摩172
(付:第2の 組 の 形 容 詞 の分 類)
母音機 械 的認 識 の 方 法(続)高 安 芳 雄200
古書1695年版 『オ セ ロ』 にっ い て 平 岩 紀 夫220
日本の児童演劇劇団の構造 ・その2四 方
ボーダーレス化の進行 とその未来形
高齢化社会における 「社会福祉Jの 教育内容の考察(そ の2)・・森 川
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鏡像は虚像か 現われと実在の問題一(承 前)
〈問い〉と授業コミュニケーション
宇佐美寛 「教授 ・学習記号四段階論」批判 (下)
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Trilogy,u.s。A.にお け る四表 現 形体 にっ いて
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一 ヴ ァ ル タ ー ・フ ァ ル ク と潜 在 的 歴 史
ポ リ ス ・ヴ ィ ア ン著 『日 々 の 泡 』 ノ ー ト(m)浜 本 正 文88
ポ ー ル ニフ ェ ヴ ァ ル の"leBossu"を 読 ん で(1)加 藤 俊 夫108
CelticChristian,CentralAsian(Uzbek),FarEasternArt・・・・… ア イ バ ン コ ス ビ ー128
病気と言葉の関係 知 念 広 真146
「明 治 編年 史 に お け る コ レラ」 につ いて
D,H.Lawrenceと"theinvisible"
ST.MAWRを 中 心 に 一
フ ォー クナ ー論 『響 き と怒 り』
一 絶 望 の 喜 劇
ThreeSoldiersundertheWheels
山 田 晶 子162
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山 口 区蚤 一一182
信仰と道
三 浦 八千代214
印 南 敏 秀236
第106輯1994.7
『三四郎』一 視点と構図
現代民俗学への視点をめぐって
一 ドイツ語圏の民俗研究 との比較において
ポリス ・ヴィアン著 『日々の泡』ノート⑰
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フ ィー ル ドワー クC⇒ 印 南 敏 秀1
3
『夢 十 夜』 の 「潜伏 者 」
外からみた日本の民俗学
「開音節の法則」の定式化に関する考察②
L'EUROPE93(4emepartie)
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千一夜物語とシェイクスピア
TheHeroistheMetropolis,NewYork
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第108輯1995.3
教 育 に お け るパ タ ー ナ リズ ム の問 題 一(1)一
日本 の児 童 青 少年 演 劇'89-'94(その1)
児 童数 の 急 減 期 の 中 で
中国語 の 「V+起 ・来 」 を め ぐっ て
太 田
四 方
日本語 の 表 現 との対 照 研 究(続)
豪 華稀 襯 本,ボ イ デ ル ・シ ェ イ クス ピア劇全 集 の鑑 賞
フ ォー クナ ー論 『八 月 の光 』 神 々の 喜劇(D-一
ポ リス ・ヴ ィア ン著 『日々 の泡 』 ノー ト(V)
斬
明1
農21
衛 衛33
平 岩 紀 夫57
山 口 隆 一75
浜 本 正 文97
Lagestuellepourlacommunication(Premierepartie)…ベ ナ ブ デ ラ マ ン ・ラ ッ セ ン119
L'EUROPE93(Semepartie)セ ル ジ ュ ・ジ ュ ン タ137
‐LeTraitedeMaastricht:Developpement(suite)‐
KomponentenanalyseanddiegeistigeSituationimmodernenJapan…竹 中 克 英157
第109輯1995.7
仮象と反省 一 ヘーゲルの本質論理 その一一
「奥三河星座論」とその方法 山間集落の再評価
海 老 澤 善 一
九
『虞美人草』 一一一憎悪と復讐の文学
寸報 日本民俗学の歴史と現状
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久27
男75
眞162
Lagestuellepourlacommunication(Deuxiemepartie)…ベ ナ ブ デ ラマ ン ・ラ ッセ ン190
フォー クナ ー論 『八 月 の光 』 一 神 々 の喜 劇(2}一 山 口 隆 一210
W.Lobscheid小伝 《英 華 字 典》 無序 本 とは何 か ・… ・那 須 雅 之230
"果然"与"果 真" ?
高齢化社会における 「人間 としての在 り方生き方」の教育内容
の考察 一 高等学校 「倫理」科目における(そ の1)・・森 川
衛 衛242
博262
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〈文化と社会の交錯〉に関する解釈学的視点
一 〈文化の比較社会学〉序説一
1994年度大学院文学研究科 ・中国研究科修士論文目録 ・
文学部卒業論文目録 ・文学会賞授賞卒業論文要旨
杉 本 郎294
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第110輯1995.10
『門』一 語 り手の 〈夢〉
フォークナー論 『八月の光』 一 神々の喜劇(3}一
タクラマカン沙漠のオアシスにおける気候変遷 ・沙漠化と
人間活動(1)一 農業的土地利用と農家経済一
秋 山 公 男1
山 口 隆 一64
タクラマカン沙漠のオアシスにおける気候変遷 ・沙漠化と
人間活動 ② 一 人口変化 ・気象災害一
海外 ・帰国子女の生涯キャリア発達
一 予備報告1:在 米子女の異文化環境の認知一
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
吉 野 正 敏88
武 田 圭 太128
第111輯1996.3
矛盾 と言語 一 へ一ゲルの本質論理 そのニー
序詞の機能 と構造
海 老 澤 善 一1
和 田 明 美21
一 古代 日本語 に お け る 〈… の〉 形 式 の序 詞 ・枕 詞一
Unsujet:trois〔£uvresセ ル ジ ュ ・ジ ュ ンタ58
PassagesRenderedunonurewisaninfElfric'sHomilyonJudith…・田 本 健 一74
AYoungManExpelledfroma`Nation'三 浦 八 千代100
日本 の児 童青 少 年 演劇'89-'94(その2)四 方 農118
-一 作 家 と劇 団経 済 をめ ぐっ て一
海 外 ・帰 国子 女 の 生涯 キ ャ リア発達 武 田 圭 太138
一 予備 報 告2:帰 国 子 女 の評 価 と採用 をめ ぐる 日本 企 業 の 実情 一
高 齢化 社 会 に お け る 「人間 と して の在 り方 生 き方 」 の教 育 内 容
の考 察 一 高 等学 校 「倫 理 」科 目 にお け る一(そ の2)・ ・森 川 博162
八
開学五十 周年記念特 輯(第112・113輯 合併)1996.11
瀬戸内海再考 印 南 敏 秀 童
5
『歯 車 』 『機 械 』 自 我 の 崩 壊 秋 山 公 男IS
タ ウ フ ニ ッ ッ ・エ デ ィ シ ョ ン に っ い て 清 水 一 嘉41
神 道 の 起 源 に つ い て ジ ョ ン ・ハ ミ ル ト ン65
魂 の 概 念 に つ い て ホ ー フ マ ン ス タ ー ル と リ ル ケ … ・・新 形 信 和81
DieDarstellungsozialerKonflikteinTheodorFontanes"lrrungen,Wirrungen"
サ ッ シ ャ ・ボ ル ヒ ャ ー ス=ラ ン グ リー ガ ー158
ペ ー タ ー ・ フ ー ヘ ル の 自 然 好 情 詩 土 屋 洋 二182
TheUsageof'Lovely'inBritishEnglish
basedonTheBankofEnglishatBirminghamUniversity・… … 塚 本 倫 久190
LiliaNotMentionedinfElfric'sHomi且yonJudith田 本 健 一204
フ ォ ー ク ナ ー 論 『ア ブ サ ロ ム,ア ブ サ ロ ム!』 山 口 隆 一224
ト 　 ら コ テ 　 ル
壮大なる誇大滑稽調(1)
地理学用語の系譜(D一 中国洋学書を中心に 荒 川 清 秀250
静・・精神的家園一 一傳統文人心態之一斑 王 建272
文学 ・演劇 ・物語 四 方 農302
イ メ ー ジの 架 け橋 と して の"物 語"
海外 ・帰国子女の生涯キャリア発達
予備報告3:日 本企業の評価制度の虚実
武 田 圭 太328
第114輯1997.3
「英米作家叢書」の歩み
タ ウ フニ ッ ツ社 の歴 史 と とも に
神秘 思 想序 説 比 較 思想 の 見地 か ら
LeMondeetLesMotsdanslapoesiedeFrancisPonge
フォ ー クナ ー論 『ア ブサ ロ ム,ア ブサ ロム!』
ト 　 ル サ テ 　 ル
壮 大 な る 誇 大 滑 稽 諌 ②
`TheVisibleCity'and`TheInvisibleCiry'
‐ACaseStudyofBloomington,IndianainU.S.‐
LOBSCHEIDの 《英 華 字 典 》 に っ い て
書 誌 学 的 研 究(i>一一
清 水 一 嘉1
新 形 信
セ ル ジ ュ ・ジ ュ ン タ
山 口 隆
高 原
和21
98
--118
隆158
地理学用語の系譜(II)七
中国洋学書を中心に
那 須 雅 之184
清静 ・無爲 ・治國
荒 川 清 秀214
海外 ・帰国子女の生涯キャリア発達
予備報告4:中 学校教師の帰国学生への印象
王 建232
武 田 圭 太246
開発事業と地域環境汚染
1995年度大学院文学研究科 ・中国研究科修士論文目録 ・
樋 口 義 治256
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文学部卒業論文目録・文学会賞授賞卒業論文要旨 37
第115輯1997,9
哲 学 と宗 教 世 界 の 二重 性 に逆 らっ て 寄 川 条 路1
『白痴 』 『ヴ ィ ヨ ンの妻 』 一 倫 理 の 解体 秋 山 公 男17
「英 米 作家 叢 書 」 の歩 み(そ の二)清 水 一 嘉43
タ ウ フニ ッツ社 の歴 史 と ともに
フォー クナ ー論 『ア ブ サ ロム,ア ブサ ロ ム!』 山 口 隆 一130
ト 　 ル ロ テ 　 ル
壮 大 な る 誇 大 滑 稽 諌 一(3)
FalconryandEnglishLiteratureア ン ガ ス ・マ ッ キ ン ド ー148
"H
exhamRoad"intheCityofReading
-Hε幼o〃7Dehved倉omAnglo-SaxonHαgπ51α14ε5加〃7-… … 田 本 健 一一156
L-andR-VocalizationinSouthernBritish,PastandPresent木村 和 夫168
中 國 民 間 節 日 習 俗 札 記 王 建184
劇場史の視角を探る
い ま一 公共ホールの現在を考えるために
海外 ・帰国子女の生涯キャリア発達
予備報告5:総 合食品製造会社における
管理職昇進 までの勢力獲得経験
1996年度大学院文学研究科 ・中国研究科修士論文目録 ・
四 方 農204
文学部卒業論文目録・文学会賞授賞卒業論文要旨
武 田 圭 太228
63
第116輯1998.2
根拠と物 へ一ゲルの本質論理 その三
清朝中期以降の准河流域における水害変動
『破戒』『蒲団』
雨の詩人 陸放翁
苦悩と弱性
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「英 米作 家 叢 書 」 の歩 み(そ の三)清 水 一
タ ウ フニ ッッ社 の歴 史 と と もに
日本 人 の思 考 を決定 して い る死 生 観 に っ いて 新 形 信 和127
『城 の 崎 に て』 再考
PragmalinguistischeAnalysenzumもLyrischenlch'・… シ モー ネ ・シー ダー マ イ ヤ ー178
フ ォー クナ ー論 『ア ブサ ロム,ア ブサ ロ ム!』 山 口 隆 一202
ト 　 ル ロ テ 　 ル
壮 大 な る 誇 大 滑 稽 諌 一(4)
TheWorldDiscriminationbyGender高 原 隆224
‐ACaseStudyofSeniorCitizensinAlbany,NewYork‐
1
31
55
豊 浩83
嘉107
??
7
InterculturalCommunicationinEnglishEducationasaForeignLanguage
‐ACaseStudy:ReadingUniv.Seminar一 平 尾 節 子246
LOBSCHEIDの《英 華 字 典 》 に つ い て 那 須 雅 之272
書 誌学 的研 究(2ト ー
学 校 間 の 「接 続 関係 」 に関 す る覚 え書 き 佐 々木 享290
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--G .A.クッ クの 所 説 の批 判 的検 討 を通 して
個 人セ ラ ピー を受 け な が ら平 行 して複 数 回 グル ー プ に参加 した
一 人 の 青 年の成 長 過 程 に於 け るグ ルー プ体験 の意 味 木 村 易348
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ヘ ー ゲル の 本 質論 理 そ の四 一
体 系 へ の 道一 初 期 へ 一 ゲル 研 究(1ト 寄 川 条 路33
「英 米 作 家 叢書 」 の 歩 み(そ の 四)清 水 一 嘉61
タウ フニ ッ ツ社 の歴 史 と とも に
VoraussetzunglyrischerAnschaulichkeit:deiktischeVerweise
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壮 大 な る誇 大 滑稽 課一(5)
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一 人 の青 年 の 成 長 過程 に於 け るグ ルー プ体験 の 意 味 木 村 易274
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